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まずはじめに、私はセレクションという形で甲南大学準硬式野球部にお
世話になる事になりました。活動においてはすべてが新鮮でした。そして、
チャレンジと失敗の連続でありました。それによって、今の自分があると
いう事を感じております。

活動の中でキャプテンを任されたという事が素晴らしい財産になりまし
た。
私は小学校から野球を始めて、副キャプテンすらした事が無かったので

すが、キャプテン候補の同級生が途中退部してしまい、私へと舞い込んで
きたのです。

自分にはキャプテンをやる自信は無かったのですが、決まったものはや
るしか無いと、練習メニューを決めたり、ミーティングをしたり、試合で
はサインを出して選手兼監督という立場でやり抜きました。
今思えば、大学生の１人暮らしで精神が不安定な中で部員を引っ張って

行くというのは非常に難しい事でした。自分が今日はしんどいなぁと思え
ば、すぐに周りに悪影響が伝わって良い練習が出来ませんでした。

その中でも吉岡監督、部員、マネージャーの支えが有り、リーグ戦を2
期連続で全勝優勝をする事が出来ました。甲南大学準硬式野球部での４年
間の活動を通じて、自分を成長させてくれました。
そして、現在の私、社会人として、父親として、人間としての礎に大き

く影響を与えてくれました。

現役の部員たちも一生懸命やり遂げる事が出来れば、今後の人生で大き
な糧になってくれると思います。

久次米 信吾


